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１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 9,859 9.3 239 10.4 228 △28.6 98 △46.3 

30年３月期第２四半期 9,020 19.1 217 － 319 － 184 － 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 30 百万円 （△86.2％）   30年３月期第２四半期 217 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 3.30 － 

30年３月期第２四半期 6.15 － 

（注）当社は平成30年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。このため、前連結会計年
度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益を算定しております。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第２四半期 21,891 8,106 37.0 270.53 

30年３月期 22,525 8,345 37.0 278.43 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 8,090 百万円   30年３月期 8,327 百万円 

(注）当社は平成30年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。このため、前連結会計年
度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 0.00 － 18.00 18.00 

31年３月期 － 0.00       

31年３月期（予想）     － 10.00 10.00 
 
（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

２．当社は平成30年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。31年３月期（予想）に
つきましては、当該株式分割を考慮した配当金額を記載しております。 

３．平成30年３月期 期末配当金の内訳 普通配当 16円00銭 記念配当 ２円00銭 
 



３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,500 6.5 1,045 9.6 1,050 △0.1 680 △0.0 22.74 
 
（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

２．当社は平成30年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。通期の１株当たり当期

純利益につきましては、当該株式分割を考慮して算出しております。 

 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 31,256,600 株 30年３月期 31,256,600 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 1,348,528 株 30年３月期 1,348,528 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 29,908,072 株 30年３月期２Ｑ 29,908,164 株 

（注）当社は平成30年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。当該株式分割が前
連結会計年度の期首に行われたと仮定して、発行済株式数を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（株式分割後の配当及び連結業績予想について） 

 当社は平成30年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。このため、当該株式分割が

前連結会計年度の期首に行われたと仮定して、発行済株式数を算定しております。 

 「平成31年３月期の業績予想」の通期の１株当たり当期純利益の算出につきましては、当該株式分割が平成31年3

月期の期首に行われたと仮定した場合の期中平均株式数29,908,072株によっております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復

基調で推移いたしましたが、各地での記録的な豪雨、台風、地震などの自然災害が消費や企業活動に与える影響や、

海外の保護主義的な政策が貿易摩擦を拡大させるなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような経営環境のもと当社グループでは、建設市場で、建設資材としての各種ケーブル製品の販売とそれに付

随するエンジニアリングサービスを提供しております。海外建設市場においては、海外向け建設資材販売の強化を図

っております。また、建設コンサルタント事業として、アフリカのフランス語圏を中心とした特長あるコンサルタン

ト事業を展開しております。

中・長期的に公共投資が縮減傾向となるなかで、公共事業への依存低減を図るべく、建築市場での民間需要向け資

材販売事業へ参入し、さらには、公共・民間両市場をターゲットとした鉄鋼製品および鉄骨工事ならびにＥＳＣＯＮ

を始めとするコンクリート製品の販売にも活動領域を拡げております。 

また、国土を支える道路・橋梁・トンネル・ダム・港湾などの社会インフラ設備の老朽化に対応した補修・補強工

事業に進出するなど、エスイーグループ全体としての戦略的Ｍ＆Ａの推進によるグループ相乗効果を発揮することに

より、中・長期的な売上、利益確保に取り組んでおります。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、補正予算の減少による影響がありましたが、ケーブル製品分野

における橋梁補修、補強工事に使用されるケーブル製品の納入が好調であったことやコンクリート製品分野の売上が

寄与したことなどから、売上高98億59百万円（前年同期比9.3％増）と増収となりました。

利益面では、売上高増加による利益増加があったことから、営業利益２億39百万円（前年同期比10.4％増）となり

ました。経常利益および親会社株主に帰属する四半期純利益については、前第２四半期連結累計期間には海外の持分

法適用会社の持分法による投資利益（負ののれん償却額）の一時的な計上があったことなどから、経常利益２億28百

万円（前年同期比28.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益98百万円（前年同期比46.3％減）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

 

(建設用資機材の製造・販売事業)

この事業では、補正予算の減少による厳しい市場環境ではありましたが、ケーブル製品分野において、橋梁補修や

橋梁補強を中心とした製品の販売が堅調に推移し、鉄鋼製品分野における土木耐震金物（ブラケット）等の売上が順

調に推移いたしました。

また、コンクリート製品分野においては、福島県内の官公庁繰越工事および民間工事の施工も順調に進んだことか

ら、当事業の売上・利益に大きく寄与いたしました。

この結果、この事業の売上高は42億39百万円（前年同期比10.3％増）、営業利益は２億90百万円（前年同期比

140.1％増）となりました。 

 

(建築用資材の製造・販売事業)

この事業では、セパレーター・吊りボルト等の建築金物分野において、東北市場では地域需要の取込みが順調に推

移いたしました。一方、首都圏市場においては、東京オリンピックや都心再開発の工事が順調に進捗しており、売上

は緩やかに増加いたしました。利益面では、原材料、副資材および配送コスト等の価格高騰が続く中、販売価格への

転嫁および生産効率の向上を続けてまいりました。

また、建築鉄骨分野においては、鉄骨工事や建築向けの鉄鋼製品の販売に注力いたしましたが、受注量の増加によ

る一部の大型鉄骨工事で工程が集中したことで、設計、外注費等の追加原価が発生することになりました。 

この結果、この事業の売上高は45億68百万円（前年同期比9.8％増）、営業利益52百万円（前年同期比73.9％減）

となりました。

 

(建設コンサルタント事業)

この事業では、アジア・アフリカ圏をはじめとする各国での道路・橋梁建設や公共性の高い設備機材整備、環境改

善等についてのコンサルタント事業を中心に展開しております。特にアフリカ(フランス語圏)における事業水準は顧

客や同業他社からの信頼度が高く、この事業の強みとなっております。

当第２四半期連結累計期間におきましては、「タンザニア国第二次ニューバガモヨ道路拡幅計画詳細設計」、「コ

ートジボワール国アビジャン三交差点建設事業準備調査」、「キルギス国タラスータラズ道路ウルマラル川橋梁架け

替え計画準備調査」等が完工いたしました。

この結果、この事業の売上高は２億45百万円（前年同期比58.3％増）、営業損失は23百万円（前年同期は13百万円

の営業損失）となりました。
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(補修・補強工事業) 

この事業では、社会インフラ老朽化対策における橋梁、トンネルの補修・補強工事の具体化を推し進めておりま

す。また、今まで培ったノウハウを生かし、自然エネルギ－活用の一環である水力発電所の導水トンネルおよび水圧

鉄管の補修・補強工事などにも積極的に事業を展開しております。

当第２四半期連結累計期間においては、一部の大型繰越工事において工程遅れが発生したことから工事進捗に遅延

が発生することになりました。 

この結果、この事業の売上高は８億６百万円（前年同期比6.3％減）、営業利益68百万円（前年同期比4.1％増）と

なりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債および純資産の状況

(資産) 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は218億91百万円（前連結会計年度末比６億34百万円減）となりまし

た。内訳は、流動資産140億７百万円（前連結会計年度末比５億81百万円減）、有形固定資産50億41百万円（前連

結会計年度末比53百万円増）、無形固定資産４億４百万円（前連結会計年度末比15百万円減）、投資その他の資産

24億38百万円（前連結会計年度末比89百万円減）でありました。資産の減少の主な要因は、原材料及び貯蔵品が２

億86百万円、仕掛品が１億36百万円増加いたしましたが、現金及び預金が10億93百万円減少したことなどによるも

のであります。

 

(負債)

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は137億85百万円（前連結会計年度末比３億94百万円減）となりまし

た。内訳は、流動負債が85億41百万円（前連結会計年度末比１億15百万円減）、固定負債が52億44百万円（前連結

会計年度末比２億79百万円減）でありました。負債の減少の主な要因は、支払手形及び買掛金が２億40百万円増加

いたしましたが、電子記録債務が１億83百万円、長期および一年内の借入金・社債が４億17百万円減少したことな

どによるものであります。

 

(純資産)

当２第四半期連結会計期間末の純資産合計は81億６百万円（前連結会計年度末比２億39百万円減）となりまし

た。純資産の減少の主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が98百万円増加いた

しましたが、株主配当金の支払により利益剰余金が２億69百万円、為替換算調整勘定が64百万円減少したことなど

によるものであります。

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

較して10億９百万円減少して40億90百万円となりました。

 

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果減少した資金は、４億77百万円でありました。主な資金の増加は、税金等調整前四半期純利益２

億26百万円、のれん償却額を含む減価償却費１億94百万円等であります。主な資金の減少は、たな卸資産の増加額

５億23百万円、法人税等の支払額２億14百万円、その他（未払金の減少額）１億35百万円等であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果増加した資金は、43百万円でありました。主な資金の増加は、定期預金の払戻による収入89百万

円等であります。主な資金の減少は、有形固定資産の取得による支出60百万円等であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果減少した資金は、５億78百万円でありました。主な資金の増加は、短期借入金の収入１億20百万

円、長期借入れによる収入４億10百万円であります。主な資金の減少は、長期借入金の返済による支出６億98百万

円、社債の償還による支出１億28百万円、配当金の支払額２億69百万円等であります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の業績予想につきましては、平成30年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はございません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,492,809 4,399,472 

受取手形及び売掛金 7,065,473 6,983,397 

商品及び製品 454,610 555,173 

仕掛品 644,666 781,421 

原材料及び貯蔵品 811,122 1,097,566 

その他 146,868 211,329 

貸倒引当金 △26,000 △20,621 

流動資産合計 14,589,551 14,007,739 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,558,928 1,615,981 

機械装置及び運搬具（純額） 473,575 448,162 

工具、器具及び備品（純額） 62,564 62,199 

土地 2,788,918 2,788,898 

リース資産（純額） 103,960 118,571 

建設仮勘定 380 7,930 

有形固定資産合計 4,988,329 5,041,745 

無形固定資産    

のれん 354,991 314,537 

その他 64,972 89,625 

無形固定資産合計 419,964 404,163 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,786,366 1,681,218 

その他 804,668 816,288 

貸倒引当金 △63,071 △59,382 

投資その他の資産合計 2,527,963 2,438,124 

固定資産合計 7,936,256 7,884,032 

資産合計 22,525,808 21,891,772 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,903,979 4,144,326 

電子記録債務 1,176,909 993,386 

短期借入金 300,522 420,522 

1年内返済予定の長期借入金 1,273,704 1,201,379 

1年内償還予定の社債 257,000 217,000 

未払法人税等 217,994 146,375 

賞与引当金 110,038 129,247 

工事損失引当金 4,700 9,856 

その他 1,411,880 1,279,187 

流動負債合計 8,656,728 8,541,280 

固定負債    

社債 542,000 453,500 

長期借入金 3,686,983 3,470,436 

役員退職慰労引当金 631,040 592,360 

退職給付に係る負債 450,413 448,779 

資産除去債務 87,504 138,052 

その他 125,676 141,041 

固定負債合計 5,523,618 5,244,169 

負債合計 14,180,347 13,785,450 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,228,057 1,228,057 

資本剰余金 1,003,898 1,003,898 

利益剰余金 6,203,044 6,032,704 

自己株式 △247,777 △247,777 

株主資本合計 8,187,222 8,016,882 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 58,518 59,983 

為替換算調整勘定 55,819 △8,473 

退職給付に係る調整累計額 25,811 22,568 

その他の包括利益累計額合計 140,149 74,078 

非支配株主持分 18,089 15,360 

純資産合計 8,345,461 8,106,321 

負債純資産合計 22,525,808 21,891,772 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 9,020,306 9,859,392 

売上原価 6,708,211 7,450,860 

売上総利益 2,312,094 2,408,532 

販売費及び一般管理費 2,094,922 2,168,681 

営業利益 217,172 239,851 

営業外収益    

受取利息 167 154 

受取配当金 2,906 3,935 

受取手数料 5,789 4,896 

受取家賃 6,611 4,548 

為替差益 84 4,248 

持分法による投資利益 106,705 － 

貸倒引当金戻入額 533 5,399 

その他 17,897 18,554 

営業外収益合計 140,696 41,736 

営業外費用    

支払利息 27,948 22,387 

売上割引 6,249 8,305 

寄付金 3,732 1,610 

持分法による投資損失 － 19,232 

その他 13 1,564 

営業外費用合計 37,943 53,099 

経常利益 319,924 228,488 

特別利益    

固定資産売却益 － 475 

投資有価証券売却益 － 4,413 

特別利益合計 － 4,888 

特別損失    

固定資産売却損 － 62 

固定資産除却損 97 578 

ゴルフ会員権売却損 － 130 

投資有価証券評価損 11,140 3,050 

役員退職慰労金 － 3,000 

特別損失合計 11,237 6,821 

税金等調整前四半期純利益 308,686 226,555 

法人税等 126,263 130,452 

四半期純利益 182,423 96,103 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,640 △2,729 

親会社株主に帰属する四半期純利益 184,064 98,832 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 182,423 96,103 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 25,787 1,014 

退職給付に係る調整額 △401 △3,243 

持分法適用会社に対する持分相当額 9,517 △63,842 

その他の包括利益合計 34,902 △66,070 

四半期包括利益 217,326 30,032 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 218,966 32,762 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,640 △2,729 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 308,686 226,555 

減価償却費 160,537 154,353 

のれん償却額 27,934 40,454 

固定資産除却損 97 578 

持分法による投資損益（△は益） △106,705 19,232 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,445 △5,399 

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,094 19,208 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,690 △38,680 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △9,864 △6,005 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 2,735 5,156 

受取利息及び受取配当金 △3,074 △4,089 

支払利息 27,948 22,387 

売上債権の増減額（△は増加） 587,835 82,076 

たな卸資産の増減額（△は増加） △371,801 △523,761 

仕入債務の増減額（△は減少） 268,456 9,599 

前受金の増減額（△は減少） 171,707 66,201 

その他 △8,860 △332,063 

小計 1,067,483 △264,194 

利息及び配当金の受取額 20,445 8,649 

利息の支払額 △27,975 △23,135 

法人税等の支払額 △156,121 △214,732 

その他 20,303 15,725 

営業活動によるキャッシュ・フロー 924,134 △477,687 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 20,000 89,562 

定期預金の預入による支出 △5,300 △6,152 

有形固定資産の取得による支出 △221,427 △60,141 

有形固定資産の売却による収入 － 3,535 

無形固定資産の取得による支出 △2,748 △34,935 

投資有価証券の取得による支出 △3,287 △7,986 

投資有価証券の売却による収入 30,000 40,801 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △3,313 △4,356 

貸付けによる支出 － △4,000 

貸付金の回収による収入 2,843 668 

保険積立金の解約による収入 － 26,477 

投資活動によるキャッシュ・フロー △183,234 43,473 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,000 120,000 

長期借入れによる収入 550,000 410,000 

長期借入金の返済による支出 △673,431 △698,872 

社債の償還による支出 △168,500 △128,500 

配当金の支払額 △239,347 △269,343 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △13,307 △11,388 

割賦債務の返済による支出 △11,810 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △586,396 △578,103 

現金及び現金同等物に係る換算差額 135 2,391 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 154,639 △1,009,926 

現金及び現金同等物の期首残高 5,430,363 5,100,033 

現金及び現金同等物の四半期末残高    5,585,003    4,090,106 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
建設用資機
材の製造・
販売事業 

建築用資材
の製造・販
売事業 

建設コンサ
ルタント事
業 

補修・補強
工事業 

売上高              

外部顧客への売上高 3,845,379 4,159,669 154,811 860,444 9,020,306 － 9,020,306 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
155,404 51,597 － 1,913 208,916 △208,916 － 

計 4,000,784 4,211,267 154,811 862,358 9,229,222 △208,916 9,020,306 

セグメント利益又は損失

（△） 
121,090 199,128 △13,610 65,814 372,423 △155,251 217,172 

（注）１.セグメント利益又は損失（△）の調整額△155,251千円には、セグメント間取引消去△11,384千円、のれんの

償却額△27,934千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△115,932千円が含まれております。全社

費用は、報告セグメントに帰属しない研究開発費であります。

２.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
建設用資機
材の製造・
販売事業 

建築用資材
の製造・販
売事業 

建設コンサ
ルタント事
業 

補修・補強
工事業 

売上高              

外部顧客への売上高 4,239,534 4,568,363 245,068 806,425 9,859,392 － 9,859,392 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
371,058 32 － － 371,091 △371,091 － 

計 4,610,593 4,568,396 245,068 806,425 10,230,484 △371,091 9,859,392 

セグメント利益又は損失

（△） 
290,786 52,030 △23,656 68,484 387,644 △147,793 239,851 

（注）１.セグメント利益又は損失（△）の調整額△147,793千円には、セグメント間取引消去△922千円、のれんの償

却額△40,454千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△106,416千円が含まれております。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない研究開発費であります。

２.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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(重要な後発事象)

当社は、平成30年８月27日開催の取締役会の決議に基づき、平成30年10月１日付で株式分割を実施いたしました。 

 

１．株式分割の目的 

当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図るこ

とを目的とするものです。 

 

２．株式分割の概要 

(1) 分割の方法 

平成30年９月30日(日曜日)(実質的には、平成30年９月28日(金曜日))を基準日として、同日の最終の株主名簿

に記載又は記録された株主の所有する普通株式１株につき、２株の割合をもって分割いたしました。 

(2) 分割により増加する株式数 

株式分割前の発行済株式総数        15,628,300株 

今回の株式分割により増加する株式数    15,628,300株 

株式分割後の発行済株式総数        31,256,600株 

株式分割後の発行可能株式総数       54,800,000株 

(3) 分割の日程 

基準日公告日  平成30年９月14日 

基準日     平成30年９月30日 

効力発生日   平成30年10月１日 

 

３．定款の一部変更 

(1) 変更の理由 

今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、平成30年10月１日をもって当社の定款の一部

を変更いたしました。 

(2) 変更の内容 

変更の内容は以下のとおりであります。（下線部分は変更部分を示しております。） 

変更前 変更後 

（発行可能株式総数） 

第５条 当会社の発行可能株式総数は、27,400,000

株とする。 

（発行可能株式総数） 

第５条 当会社の発行可能株式総数は、54,800,000

株とする。 

 

４．１株当たり情報に及ぼす影響 

当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合における１株当たり情報は、以下のとおりであ

ります。 

項目 
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成29年４月１日 
至 平成29年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成30年４月１日 
至 平成30年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 6円15銭 3円30銭 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期純利益 
－ － 
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